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第3一章 環讎 蠶 から月 た地球:社:会
生 命 の 値 段 と生 命 の 尊 厳
第3世 界から考える
武 井 秀 夫
は じ め に
1993年8月 も半ばを過ぎて、1っ のショッキ ングなニュースが世界中を憤激 させた。ブラ
ジルでの 「ヤノマ ミ大虐殺」 のニュースである。 それは、「領土」 をめぐる金採掘人たちとの
争いの末 に、ヤノマ ミ族の集落が襲撃され、危 うく難を逃れた数名のヤノマ ミが当地の国立イ
ンディオ基金(FUNAI)の 現地事務所へ救援を求めてきた、 というものであった。逃れてき
たヤノマ ミたちのポル トガル語が片言程度のものだったことや、ヤノマミの数の概念が1、2
の次 は 「沢山」であることなどか ら、殺されたヤノマミの人数についてはほんの数名 というも
のから、70名 以上 というものまで、 さまざまな憶測が乱れ飛び、 大騒ぎになった。 しかし、
こうした騒 ぎの常か、事件が国境地帯で起 こり、下手人 も特定されず、死者の数 も16名 で
あったことが分かると、 この問題はマスコ ミの表舞台か ら早々と姿を消 していった。
私が初 めてアマゾンに足を踏み入れたのは1986年 のことで、 コロンビアのブラジルとの国
境沿いの地域であった。私の主調査地となったティキエ川流域では、82年 か ら84年 にかけて
結核の流行があり、2っ の集落が壊滅 し、総人口600人 程度と推定されるこの地域で私の知 り
得た限 りで30人 を超える犠牲者が出ていた。人口の5%で ある。 しか し、 こうしたことも事
件 として報 じられることはまずない。 「この程度」 のことでは何のニュース ・バ リューもない
のだろう。だが、ティキェ川流域の結核流行の最大の要因は、人々がコカイン経済に巻き込ま
れ、多数がコカイン耽溺に陥ったことにあった。だか ら、それは決 して虐殺 と呼ぶような性質
のものではないにせよ 「外部世界」、私たちが 「文明」 と呼び、 「先進国」 と呼ぶ世界の力に
よってもたらされた死には違いないのである。
殺された者が 「たったの16名 」 だったという理由で関心を持たれなくなって しまうヤノマ
ミ、地域住民の5%が 短期間に死滅 して も、ニュースにさえならないアマゾンインディオ。そ
うした現実からも、世界中の飢えた人々とも、戦争下に生きる人々とも切 り離されたままで、
私たちはどのようにして生命の尊厳やかけがえのなさについて論 じることができるのだろうか。
第3世 界のさまざまな事例が私達に示 しているのは、私たちが生 きている世界の論理が 「生命
の価値の普遍性」 と言 う観念を否定するものであると言 うことである。
では、 「生命の価値の普遍性」 という観念はもはやその有効性を失 ってしまっているのだろ
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